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公用車による交通事故の発生について 

 

1.事 故 発 生 日 時：平成２９年１１月２８日（火）午前９時３５分頃 

 

2.事 故 発 生 場 所：飯塚市西徳前地内 飯塚薬剤師会館駐車場内 

 

3.公 用 車 登 録 番 号：筑豊８００さ２４９７ （環境対策課所管車両） 

 

4 .事 故 の 概 況：環境対策課職員が可燃ごみ収集のため塵芥車を運転中、

駐車場天井部分に損傷を与えた事故 

 

5.損 害 賠 償 額：示談交渉中 
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協働環境委員会資料
平成29年12月20日提出

１．平成30年度「国保事業費納付金」及び「標準保険料率」推計の概要

平成28年11月 平成29年1月

第1回試算
（仮係数）

第2回試算
（確定係数）

普通調整交付金

暫定措置

特別調整交付金

保険者努力（都道府県）

保険者努力（市町村）

特別高額医療費共同事業

約300億円
（別途特調より200億円）

約60億円

平成30年1月

算定
（確定係数）

新制度を前提
（都道府県単位）

約1,600億円

同左

約300億円

同左

約300億円
（別途特調より200億円）

約60億円

平成29年11月

秋の試算
（仮係数）

平成30年度予算ベース

約1,500億円

約300億円

約250億円

約100億円（子ども）

約500億円

―

―

―

―

内
訳

平成29年7月

第3回試算
（確定係数＋一部更新）

約250億円

約100億円（子ども）

約200億円

未反映

―

―

平成29年度予算ベース
（実態に近い丈に縮小）

新制度
（都道府県単位）

1,200億円

約300億円

　　○　都道府県は、新制度の施行準備として、初めて平成30年度ベースの国保事業費納付金及び標準保険料率を算定。秋の試算では、
　　　追加公費（1,700億円）のうち一部（約1,500億円）を反映。
　　　※　暫定措置300億円のうち250億円は、第3回試算と同様に被保険者数に応じて按分するが、残る50億円については、秋の試算結果を
　　　　踏まえて検討。

　　○　都道府県は、保険料の伸びの上限として定める一定割合を適用し、一定割合を超過する市町村に国の暫定措置及び都道府県繰入金、
　　　特例基金を活用して、激変緩和措置を講じる。

　　○　市町村は、都道府県の示す国保事業費納付金及び市町村標準保険料率を目安に、平成30年度の保険料（税）水準の検討を行う。
　　　　また、市町村は、実際に保険料を賦課・徴収する立場から、被保険者の実感に配慮した激変緩和を検討する。

同左

同左

同左

対象予算

制度前提

追加公費

平成29年度予算ベース
（見込みのため過大）

現行制度
（市町村単位）

－１－



２．市町村別1人当たり納付金額の仮算定結果　【H29.11.22 福岡県提示】

№ 市町村名
H28納付金相当額
（決算ベース）
A　　（円）

H30納付金額
（負担緩和前）
B　　（円）

対28年度伸び率
B／A　（％）

負担緩和
対象団体

№ 市町村名
H28納付金相当額
（決算ベース）
A　　（円）

H30納付金額
（負担緩和前）
B　　（円）

対28年度伸び率
B／A　（％）

負担緩和
対象団体

128,285 126,768 98.82 24団体 31 宗像市 122,086 123,599 101.24 ○

1 北九州市 126,314 127,490 100.93 ○ 32 福津市 121,034 128,293 106.00 ○

2 福岡市 132,377 131,792 99.56 33 芦屋町 118,259 121,275 102.55 ○

3 大牟田市 124,680 118,689 95.19 34 水巻町 114,995 113,605 98.79

4 久留米市 131,483 125,931 95.78 35 岡垣町 109,661 120,884 110.23 ○

5 直方市 124,288 117,006 94.14 36 遠賀町 116,905 126,083 107.85 ○

6 飯塚市 127,143 115,741 91.03 37 小竹町 104,548 107,325 102.66 ○

7 田川市 133,867 115,535 86.31 38 鞍手町 109,930 111,440 101.37 ○

8 柳川市 141,126 140,591 99.62 39 宮若市 127,439 112,450 88.24

9 嘉麻市 125,772 106,900 85.00 40 桂川町 118,296 105,748 89.39

10 朝倉市 142,806 141,616 99.17 41 筑前町 121,882 127,534 104.64 ○

11 八女市 142,225 140,992 99.13 42 東峰村 114,024 117,261 102.84 ○

12 筑後市 135,362 136,753 101.03 ○ 43 糸島市 127,304 121,633 95.55

13 大川市 134,925 132,619 98.29 44 うきは市 135,129 125,686 93.01

14 行橋市 121,820 123,297 101.21 ○ 45 大刀洗町 123,007 127,586 103.72 ○

15 豊前市 116,341 127,045 109.20 ○ 46 大木町 134,439 143,021 106.38 ○

16 中間市 113,047 107,701 95.27 47 広川町 129,543 128,589 99.26

17 小郡市 125,186 131,709 105.21 ○ 48 みやま市 136,895 136,002 99.35

18 筑紫野市 121,347 128,644 106.01 ○ 49 香春町 120,020 116,082 96.72

19 春日市 126,288 122,235 96.79 50 添田町 95,213 92,201 96.84

20 大野城市 126,573 125,212 98.92 51 福智町 120,043 99,810 83.15

21 太宰府市 124,523 128,085 102.86 ○ 52 糸田町 124,984 95,793 76.64

22 那珂川町 126,946 120,138 94.64 53 川崎町 117,705 94,873 80.60

23 宇美町 128,357 120,457 93.85 54 大任町 116,727 105,200 90.12

24 篠栗町 127,590 121,222 95.01 55 赤村 117,743 95,869 81.42

25 志免町 132,163 121,917 92.25 56 苅田町 116,101 121,459 104.61 ○

26 須惠町 129,551 123,093 95.02 57 みやこ町 112,856 109,772 97.27

27 新宮町 133,802 135,376 101.18 ○ 58 築上町 117,202 120,213 102.57 ○

28 古賀市 119,457 118,509 99.21 59 吉富町 113,554 116,692 102.76 ○

29 久山町 128,980 152,259 118.05 ○ 60 上毛町 97,203 125,111 128.71 ○

30 粕屋町 140,994 136,107 96.53

※　県において、国から示された仮係数等を基に、平成30年度の仮算定を行ったもの。 【負担緩和対象額（計）】
※　今後、国からの確定係数等を基に、本算定を行うため、納付金額は変わる予定。

【暫定措置（国費）】

【県繰入金（県費）】
183,481,168円

県計

1,161,034,471円

977,553,303円

－２－



３．平成30年度推計結果及び税率試算　 【推計結果：H29.11.22 福岡県提示】

（１） 国民健康保険事業費納付金（推計結果）　＊一般被保険者分

（２） 保険料必要総額（標準保険料率算定ベース）　＊一般被保険者分

（３） 本市の現行税率と標準保険料率（推計結果）との比較

医療分

支援金分

介護分

医療分

支援金分

介護分

医療分

支援金分

介護分

医療分

支援金分

介護分

医療分

支援金分

介護分

【注意】 今回の推計値は、県において、仮の係数に基づき算定されたものであり、本係数への更新等により今後変動する。

▲ 5,645

7,386

▲ 0.65 ▲ 1,523

　（A)と（C)との比較 （C)-(A)

▲ 1.88 ▲ 0.96 ▲ 4,208

▲ 4.00

▲ 0.51 ▲ 0.41 ▲ 1,002 ▲ 1,428

210 ▲ 1,029

▲ 1.18 ▲ 6,138

応能割（％） 応益割（円）

　（A)と（B)との比較 （B)-(A)

▲ 2.64 ▲ 6.00 ▲ 1,575 ▲ 4,820

▲ 0.81

23,680

8,771

7,386

3.59

18,992

6,798

14,677

22,855

8,372

93.02

賦課区分（円）
標準的な収納率（％）

E
調定額（円）

D／E

4方式

所得割 資産割 均等割 平等割

2,545,835,4581,566,956,417

介護納付金分
C

217,740,465

保険料必要総額（計）
D=A～C

2,368,136,143583,439,261

納付区分（円）
被保険者数（人）

E
一人当たり納付金額（円）

D／E

後期高齢者支援金分
B

8.80 6.00 23,200 28,500
　飯塚市税率
　（現行）　（A)

医療分
A

後期高齢者支援金分
B

682,824,385 115,741

医療分
A

2,330,392,816

介護納付金分
C

257,504,831 28,259

6.92 5.04

3.10

3.40

4.00

2.29

2.22

9,800

3方式　標準保険料率　（B)

7,800

16,200

21,625

8,010

10,062

2.59

2.75

区分 算定方式 賦課区分

納付金総額（計）
D=A～C

3,270,722,032

　各市町村の算定方式
　による保険料率　（C)

4方式

6.16

－３－
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                              協働環境委員会資料 

                                 平成 29年 12月 20日提出 
 

平成 30年度コミュニティ交通の運行について 

 

【１】街なか循環バスについて 

（１）目的：中心市街地の利便性や回遊性の向上、並びに市民の交通手段の確保。  

   ①中心市街地活性化推進事業の効果促進。 

   ②予約乗合タクシーの非運行地区（立岩、飯塚、菰田）居住者の交通手段を補完。 

   ③拠点連携型都市、及び公共交通網を構築。 

 

（２）街なか循環バス（1路線・3系統）の運行状況 

運行日 

(H29) 
運行系統 

運行便数 

(H29) 

利用者数 

(H28) 

運行委託料 

(H28) 

車両数 

（台） 

月曜日 

～土曜日 

街なか循環線 4 便/日 3,924 人 

14,339,316 1 川島線 2 便/日 4,125 人 

菰田線 2 便/日 2,979 人 

291日 3 系統 8 便/日 11,028人 14,339,316 1 

 

（３）利用状況 

①飯塚市役所、飯塚病院前、コスモスコモン前、イオン穂波店、飯塚バスターミナルの 5か所の

乗降場所で全体の 66.9％。 

②バス停別 

利用者数 川島 菰田 立岩、飯塚片島 

1.0人/日以上 久世ヶ浦市営住宅、川島  徳前 

0.5～1.0 人/日  
菰田市営住宅前、 

昭和通り 2丁目 
 

0.25～0.5人/日 川島八幡宮 菰田、五穀神 明治町、片島 1 丁目 

 

（４）街なか循環バスと民間バスの運行状況 

①菰田地区：街なか循環バスのバス停付近に民間バスのバス停がない地域が多い。 

なお、五穀神付近には民間バスは運行していない。 

②川島地区：街なか循環バスのバス停付近に民間バスのバス停がある地域が多い。 

③立岩・飯塚片島地区：民間バスが充足している。なお、徳前は、民間バスが停車しない。 

 

（５）街なか循環バスの運行実績検証 

①当該バスにより新たな来街者もみられ、一定の中心市街地活性化効果があった。 

②中心市街地活性化事業の国庫補助は終了している（平成 29年度より市単費で運行）。 

③当該バスの運行区間は、民間交通機関が充足しており、当該バスの運行による民間交通事業

者の事業への影響も少なくない（当該バス運行前は民間バスを利用していた方 58.5％：H28

実施アンケート調査）。 

④利用者数は横ばいか減少傾向にある（H27：11,859人、H28：11,028人、H29:10,353人(推計)）。 

⑤廃止した場合に民間バスが利用しづらい地域となるのは数か所程度（徳前、五穀神など）。 
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【２】平成 30年度コミュニティ交通の運行について 

（１）運行計画の方向性について 

①コミュニティバス 

コミュニティバス路線再編により周辺地域から中心市街地への交通網の充実させる（現在の 3

路線から 4路線に再編成）。 

②予約乗合タクシー 

平成 29年度と同様の運行を実施。 

 

（２）街なか循環バス運行地域への対応について 

   考慮事項）①菰田地区のコミュニティバスの運行ルート変更（庄内・飯塚線）及びバス停新設。 

②新飯塚地区（飯塚市役所）への乗り入れ。 

③徳前バス停新設。 

④民間公共交通とコミュニティ交通の共存・すみわけ（民間公共交通との競合回避）。 

  

 （３）H29年度のコミュニティバス 3路線等の課題、改善策について 

①コミュニティバス 頴田・飯塚線 

課 題）◇運行路線距離が長く、1便あたりの運行時間が長い。 

◇コミュニティ交通が運行していないコミュニティ拠点がある。 

改善策）◇路線分割、運行ルート変更 

     ・二瀬交流センター～潤野上区間を新規路線（高田・鎮西線）が運行。 

◇バス停新設（頴田交流センター、頴田中央団地、東川津、小正高畑） 

②コミュニティバス 庄内・飯塚線 

課 題）◇コミュニティ交通が運行していないコミュニティ拠点がある。 

改善策）◇バス停新設（庄内交流センター、上三緒団地中央、穂波交流センター） 

③コミュニティバス 筑穂・飯塚線 

課 題）◇1路線でカバーする地区が広く、運行効率が悪い。 

改善策）◇路線分割、運行ルート変更 

          ・高田地区の路線を新規路線（高田・鎮西線）が運行。 

◇バス停新設（上穂波駅、平塚、川食筑穂店、小正高畑） 

④予約乗合タクシー 穂波地区・鎮西地区 

課 題）◇予約乗合タクシーは予約過密状態。 

    改善策）◇新規路線運行により、予約乗合タクシーからコミュニティバスへ利用移行を促進。 

        ◇バス停新設（安恒、小正高畑、建花寺本村、鎮西交流センター） 
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平成３０年度飯塚市コミュニティ交通の運行について 

 

平成３０年度における飯塚市コミュニティ交通の運行計画は次のとおりです。 

1. 予約乗合タクシー 

 

 

 

 

▲ 予約乗合タクシーの運行地区一覧 

 

 

 

▲ 予約乗合タクシーの運行地区全体図 

  

 来年度の運行方法に、今年度からの変更はありません。 
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2. コミュニティバス 

(1) 頴田・飯塚線 

 

 

 

 

 

 

▲ 来年度（平成３０年度）コミュニティバス頴田・飯塚線 路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 来年度（平成３０年度）コミュニティバス頴田・飯塚線 運行ダイヤ 

  

●ルートの変更   ⇒鎮西・二瀬地区を通る路線を、高田・鎮西線（来年度新設予定）による運行に移行します。 

●バス停の新設   ⇒「頴田交流センター」、「頴田中央団地」、「東川津」、「小正高畑」バス停を新設します。 

●街なか循環バスのバス停に停車 ⇒「飯塚市役所」、「徳前」バス停に停車します。 
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(2) 庄内・飯塚線 

 

 

 

 

 

 

▲ 来年度（平成３０年度）コミュニティバス庄内・飯塚線 路線図 

 

 

 

 

 

 

▲ 来年度（平成３０年度）コミュニティバス庄内・飯塚線 運行ダイヤ  

●バス停の新設   ⇒「庄内交流センター」、「上三緒団地中央」、「穂波交流センター」バス停を新設します。 

●街なか循環バスのバス停に停車 ⇒「飯塚市役所」、「徳前」、「菰田市営住宅」、「五穀神」、「飯塚記念病院入口」バス停に停車します。 
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(3) 筑穂・飯塚線 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 来年度（平成３０年度）コミュニティバス筑穂・飯塚線 路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 来年度（平成３０年度）コミュニティバス筑穂・飯塚線 運行ダイヤ  

●ルートの変更   ⇒高田を通る路線を、高田・鎮西線（来年度新設予定）による運行に移行します。 

●バス停の新設   ⇒「上穂波駅」、「平塚」、「川食筑穂店」、「小正高畑」バス停を新設します。 

●街なか循環バスのバス停に停車 ⇒「飯塚市役所」、「徳前」バス停に停車します。 
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(4) 高田・鎮西線 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 来年度（平成３０年度）コミュニティバス高田・鎮西線 路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 来年度（平成３０年度）コミュニティバス高田・鎮西線 運行ダイヤ 

 

●ルートの変更   ⇒高田を通る路線、鎮西・二瀬地区を通る路線を、それぞれ筑穂・飯塚線、頴田・飯塚線より移行し運行します。 

●バス停の新設   ⇒「建花寺本村公民館」、「鎮西交流センター」、「安恒」バス停を新設します。 

●街なか循環バスのバス停に停車 ⇒「飯塚市役所」、「徳前」バス停に停車します。 


